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「
真
の
政
治
主
導
」と
は
何
か

　
戦
後
日
本
に
お
け
る
安
全
保
障
政
策
の
展
開
は
、
憲
法

典
第
９
条
を
筆
頭
と
す
る
国
内
法
制
や
現
実
の
国
力
、
さ

ら
に
は
平
和
主
義
感
情
と
結
び
付
き
「
水
と
安
全
は
無
料

だ
と
思
っ
て
い
る
」
と
揶や

揄ゆ

さ
れ
る
程
に
希
薄
な
国
民
の

安
全
保
障
意
識
と
い
っ
た
諸
々
の
制
約
の
中
で
、
「
針
の

穴
を
通
す
」
趣
で
細
心
に
し
て
地
道
に
進
め
ら
れ
た
。

軍
事
を
軽
視
し
て
い
な
か
っ
た
吉
田
茂

　
吉
田
茂
は
、
こ
う
し
た
安
全
保
障
政
策
上
の
努
力
の
原

点
に
位
置
す
る
。
吉
田
は
、
「
軽
武
装
・
経
済
優
先
」
の

路
線
を
布し

い
た
宰
相
と
し
て
語
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
吉
田

は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
会
議
に
際
し
て
の
「
講
和

と
独
立
」
の
達
成
以
後
、
警
察
予
備
隊
か
ら
保
安
隊
に
至

る
戦
後
日
本
の
「
再
軍
備
」
の
流
れ
の
中
で
、
辰
巳
栄
一

に
宛あ

て

た
書
簡
に
次
の
よ
う
な
言
葉
を
残
し
て
い
る
。

　
「
国
防
軍
創
設
ニ
ハ
最
初
か
大
切
と
存
、
小
生
自
か
ら

進
ん
で
而
保
安
大
臣
引
受
候
処
…
…
」

　
こ
の
言
葉
が
示
す
の
は
、
吉
田
が
後
に
保
安
隊
を
経
て

自
衛
隊
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
戦
後
日
本
の
軍
隊
を
当

初
か
ら
「
国
防
軍
」
と
認
識
し
て
い
た
事
実
で
あ
る
。
吉

田
は
、
戦
前
期
の
軍
部
の
専
横
を
嫌
い
、高
坂
正
堯（
国
際

政
治
学
者
）
が
書
い
た
よ
う
に
、「
軍
事
に
第
一
の
比
重
を

置
か
な
か
っ
た
」
に
せ
よ
、
軍
事
そ
れ
自
体
を
決
し
て
軽

視
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
吉
田

の
軍
事
認
識
と
対
に
な
っ
て
い
た
の
が
、
日
米
安
保
条
約

を
軸
と
し
た
対
米
提
携
へ
の
意
志
で
あ
っ
た
。
吉
田
に
よ

れ
ば
、
第
２
次
世
界
大
戦
後
の
世
界
で
は
、「
自
国
本
位
と

か
、
孤
立
主
義
と
か
の
時
代
は
と
う
の
昔
に
過
ぎ
た
」
の

で
あ
り
、「
利
害
を
ひ
と
し
う
す
る
国
が
相
寄
り
相
協
力
し

て
こ
そ
、
国
の
安
全
を
保
ち
世
界
の
平
和
に
応
分
の
寄
与

を
な
し
う
る
」の
で
あ
っ
た
。そ
し
て
、日
本
に
と
っ
て
は
、

「
利
害
を
等
し
く
し
相
寄
り
相
協
力
す
る
」相
手
こ
そ
、
米

国
を
初
め
と
す
る
自
由
主
義
諸
国
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
吉
田
の
対
米
提
携
の
論
理
に
は
、
概お

お
む

ね
二
つ

の
批
判
が
浴
び
せ
ら
れ
た
。
第
一
の
批
判
は
、
軍
事
を
含

む
広
範
な
対
米
提
携
の
推
進
は
、
「
冷
た
い
戦
争
」
と
い

う
世
界
を
二
分
し
た
対
立
構
図
の
中
で
は
、
そ
の
一
方
へ

の
加
担
を
意
味
す
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ

そ
、
「
講
和
と
独
立
」
の
直
前
に
は
「
全
面
講
和
論
」
が

唱
え
ら
れ
、
後
に
は
平
和
主
義
感
情
と
結
び
付
い
た
「
非

武
装
中
立
論
」
が
喧け

ん
で
ん伝
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
第
二
の
批
判

は
、
戦
後
の
超
大
国
で
あ
る
米
国
と
の
同
盟
関
係
の
実
態

は
、
日
本
が
常
に
格
下
に
位
置
せ
ざ
る
を
得
な
い
以
上
、

結
局
の
と
こ
ろ
は
日
本
が
米
国
の
都
合
に
唯
々
諾
々
と
従

う
性
格
の
も
の
に
な
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
そ
う
し
た

同
盟
の
姿
は
、
特
に
「
民
族
の
尊
厳
」
や
「
国
家
の
自
主

独
立
」
と
い
っ
た
事
柄
を
何
よ
り
も
重
視
す
る
民
族
主
義

者
層
に
は
、
耐
え
難
き
も
の
と
映
っ
た
の
で
あ
る
。

　
２
０
０
０
年
以
降
で
も
、
イ
ラ
ク
戦
争
開
戦
に
際
し
て

小
泉
純
一
郎
（
当
時
、
内
閣
総
理
大
臣
）
が
下
し
た
対
米

支
持
の
判
断
に
は
、
「
理
不
尽
な
戦
争
へ
の
加
担
」
と
か

「
米
国
の
横
暴
へ
の
追
随
」
と
い
っ
た
批
判
が
向
け
ら
れ

た
。
小
泉
に
対
す
る
批
判
も
ま
た
、
吉
田
が
浴
び
た
二
つ

の
方
向
か
ら
の
批
判
を
再
現
さ
せ
る
趣
を
持
つ
も
の
で
あ

っ
た
。

「
有
無
相
通
じ
長
短
相
補
う
」の
原
則

　
も
っ
と
も
、
吉
田
は
、
こ
う
し
た
批
判
に
応
え
る
か
の

よ
う
に
し
て
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
「
安
保
条
約
の
如ご

と

き
国
際
政
治
上
利
害
を
同
じ
う
す
る

国
家
の
間
で
協
力
を
約
束
す
る
条
約
に
つ
い
て
、
形
式
的

に
自
主
性
と
か
相
互
性
と
か
平
等
性
と
か
を
云う

ん
ぬ
ん々

す
る
の

が
間
違
い
な
の
だ
。
独
力
で
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
、
有
無

相
通
じ
長
短
相
補
っ
て
い
く
の
が
こ
の
種
条
約
の
本
義
で

あ
ろ
う
」

　
「
共
通
の
利
害
の
下
、
有
無
相
通
じ
長
短
相
補
う
」
と

は
、
対
外
関
係
や
安
全
保
障
に
絡
む
政
策
を
展
開
す
る
上

で
の
基
本
的
な
「
原
則
」
（principle

）
で
あ
る
。
保
守

主
義
の
政
治
に
は
、
そ
の
「
原
則
」
は
あ
っ
て
も
「
教
義
」

（doctrine

）
は
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
も
ま
た
、

踏
ま
え
ら
れ
る
べ
き
一
つ
の
「
原
則
」
で
あ
る
。
吉
田
は
、

「
原
則
」
を
重
視
し
た
宰
相
で
あ
っ
た
。

「
教
義
」
で
は
な
く
「
原
則
」
を
重
視
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保
守
政
治
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自民党の目指す「真の政治主導」

政
務
三
役
の
指
揮
下
で
官
僚
が
能

力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
両
者
の

意
思
疎
通
と
情
報
共
有
を
進
め
ま

す
。

○
す
で
に
国
会
に
提
出
さ
れ
て
い

る
国
家
公
務
員
法
改
正
案
の
早
期

成
立
に
よ
り
、
内
閣
に
よ
る
人
事

管
理
機
能
の
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
退
職
管
理
の
一
層
の
適
正
化

な
ど
を
図
り
ま
す
。

〔
国
会
の
あ
り
方
〕

○
国
会
議
員
の
自
由
な
質
問
の
機

会
は
確
保
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

内
閣
法
制
局
長
官
を
は
じ
め
と
す

る
政
府
参
考
人
の
答
弁
は
、
質
問

者
の
意
向
を
尊
重
す
べ
き
で
す
。

○
議
員
立
法
、
議
案
修
正
は
立
法

府
の
一
員
た
る
議
員
の
本
質
的
役

割
の
一
つ
で
あ
り
、
政
府
の
政
策

決
定
を
補
完
す
る
主
要
な
手
段
と

し
て
尊
重
し
ま
す
。

　
概お

お
む

ね
こ
う
し
た
提
言
を
行
い
ま

し
た
が
、
「
政
治
主
導
」
は
あ
ら

た
め
て
民
主
党
が
持
ち
出
す
ま
で

も
な
く
、
自
民
党
に
脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
い
た
政
治
姿
勢
で
す
。

　
し
か
し
長
年
、
政
権
を
担
う
中

で
生
ま
れ
た
制
度
疲
労
も
あ
り
ま

し
た
。
今
回
の
政
権
交
代
を
き
っ

か
け
に
、自
民
党
も
い
ま
一
度「
真

の
政
治
主
導
」
を
取
り
戻
し
、
再

び
国
民
の
期
待
に
応
え
て
い
く
こ

と
が
使
命
だ
と
思
い
ま
す
。

割
を
、
そ
れ
ぞ
れ
が
十
分
に
果
た

す
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
ま
す
。

〔
政
治
の
あ
り
方
〕

○
政
治
に
国
民
の
生
の
声
を
反
映

さ
せ
る
た
め
、
民
主
党
が
目
指
す

政
府
・
与
党
一
元
化
は
導
入
せ

ず
、
政
府
と
与
党
の
関
係
を
前
提

と
し
た
「
穏
健
な
二
元
化
」
を
目

指
し
ま
す
。
そ
の
際
、
縦
割
り
に

よ
る
硬
直
性
や
弊
害
へ
の
批
判
を

反
省
し
、
横
断
的
、
総
合
的
な
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
。

○
政
務
三
役
を
適
切
な
役
割
と
責

任
分
担
の
下
、
府
省
で
の
政
策
決

定
の
要
、
か
つ
政
府
と
国
会
の
調

整
役
と
し
て
、
政
策
決
定
機
能
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

○
総
理
大
臣
が
十
分
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、
予
算
編
成

を
は
じ
め
政
治
主
導
に
よ
る
政
権

運
営
を
行
う
た
め
に
、
総
理
の
手

足
と
な
る
官
邸
機
能
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

〔
官
僚
の
あ
り
方
〕

○
民
主
党
の
「
官
僚
排
除
＝
政
治

主
導
」
に
よ
る
弊
害
を
踏
ま
え
、

　
民
主
党
は
「
英
国
の
議
会
制
度

を
手
本
に
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、英
国
は
慣
習
法
の
た
め
、

行
政
府
と
立
法
府
の
区
別
が
曖あ

い
ま
い昧

で
す
。
ま
た
、
上
院
（
貴
族
院
）

が
公
選
さ
れ
な
い
た
め
、
下
院
の

み
が
政
権
基
盤
と
な
り
ま
す
。

　
一
方
、
わ
が
国
は
成
文
憲
法
で

三
権
分
立
を
明
確
に
規
定
す
る
と

と
も
に
、
公
選
に
よ
る
参
議
院
を

保
持
す
る
二
院
制
で
す
。

　
日
英
で
は
、
そ
も
そ
も
仕
組
み

自
体
が
大
き
く
異
な
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
英
国
で
は「
政
・
官
の
役

割
分
担
」が
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
多
数
の
与
党
議
員
が
行
政
府
内

に
入
り
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
基
づ

い
た
政
治
主
導
に
よ
る
政
策
運
営

を
行
う
一
方
で
、
公
務
員
は
中

立
・
公
平
の
立
場
か
ら
政
策
運
営

を
支
え
、
政
権
交
代
が
あ
れ
ば
事

務
次
官
以
下
、
た
だ
ち
に
新
政
権

に
忠
誠
を
尽
く
す
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
政
治
も
公
務
員
の
中

立
性
を
尊
重
し
て
幹
部
を
含
む
官

僚
人
事
へ
の
介
入
を
自
制
し
、
政

治
と
行
政
は
そ
の
本
質
的
役
割
、

立
場
を
異
に
す
る
も
の
と
し
て
、

上
下
関
係
で
な
く
対
等
の
協
働
関

係
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。

　
し
か
し
、
最
近
で
は
当
の
英
国

で
も
、
現
在
の
議
会
制
度
に
対
し

批
判
的
な
意
見
が
多
く
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
多
数
の
議
員
が
内
閣
に

入
る
た
め
議
会
の
行
政
監
視
機
能

が
低
下
し
て
い
る
こ
と
、
政
府
に

入
ら
な
い
与
党
議
員
が
意
見
を
言

う
場
が
な
く
単
な
る
採
決
要
員
に

な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　
さ
ら
に
、
選
挙
に
勝
利
し
た
政

党
の
権
限
が
強
力
す
ぎ
て
、
選
挙

に
よ
る
独
裁
と
も
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
民
主
党
の
「
政
治
主
導
」
は
松

下
理
論
か
ら
も
、
牽け

ん
き
ょ
う
ふ
か
い

強
付
会
の
英

国
モ
デ
ル
の
引
用
か
ら
も
、
特
異

な
政
治
手
法
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。

政
府
と
与
党
は
適
度
な
緊
張
関
係

政
治
家
と
官
僚
は
協
働
関
係

民
主
党
の
「
政
治
主
導
」
は

特
異
な
政
治
手
法

〈最終回〉

６月１日に発表したわが党の「『政治主
導』の在り方検証・検討プロジェクトチ
ーム」報告書。「真の政治主導」の基本
的な考え方や具体的なあるべき姿が分か
りやすく書かれている

　
ま
ず
、
憲
法
の
基
本
原
理
（
民

主
と
自
由
）
に
基
づ
き
、
与
党
は

政
府
と
協
力
し
て
政
策
決
定
を
行

う
と
と
も
に
、
政
府
と
は
独
立
し

た
立
場
か
ら
、
不
断
の
行
政
監
視

と
議
員
活
動
に
よ
る
政
策
決
定
の

補
完
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
政
治

家
と
官
僚
は
本
質
的
に
異
な
る
役

　
こ
れ
ら
の
検
討
と
今
日
ま
で
の

反
省
を
踏
ま
え
、党「
政
治
主
導
」

の
在
り
方
検
証
・
検
討
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
で
は
今
後
の
自
民
党

の
「
真
の
政
治
主
導
の
あ
り
方
」

と
し
て
、
特
に
民
主
党
の
主
張
に

反
論
す
べ
き
点
に
つ
い
て
提
言
し

ま
し
た
。


